
11 月を迎えて、やっと例年通りの涼しい秋の気候に戻ったように感じます。先月中旬までは、不思議なほど

に気温が高く、半袖のポロシャツ姿で夜間の会議に出席していましたが、今月初めから、寝冷えで風邪を引かな

い様に、長袖と長ズボンのスウェットに着替え、厚手の布団をしっかりとかぶって就寝するようになりました。 

最近の当院では、歯ぐきが腫れて来院される方が少しずつ増えている様です。季節の変わり目は、疲れが出て

体調を崩しやすく、その結果、免疫力が低下して、歯ぐきが腫れたり、痛みを伴ったりする症状が起こります。

このような症状の兆候がありましたら、まずは十分に睡眠を取って疲労を回復し、薬用デンタルリンスでうがい

をし、念入りに歯みがきをして、お口の中を清潔に保ってください。皆さん、お元気ですか。院長の喜多です。 

先月の中頃に、京都文化博物館（京都市三条）で（11/10 まで）開催されている、「若冲を越えろ！絢爛
け ん ら ん

の

花鳥画 生誕 140 年記念石崎光瑤
い し ざ き こ う よ う

」に行ってきました。石崎氏（1884～1947、62 歳没）は、明治後期から

昭和前期にかけて活躍し、鮮やかな色彩の花鳥画を数多く残した京都の日本画家です。故郷の富山県（南砺
な ん と

市立

福光美術館では常時展示）など北陸地方以外では、これまでほとんど紹介されていませんでしたが、今回の京都

の展示では、全国初の石崎氏だけを掘り下げた大規模回顧展だそうで、官展出品作品を中心に、初期から晩年の

代表作が勢揃いしていました。富山に生まれて、12 歳の時に金沢に滞在していた江戸琳派の絵師の山本光一に

師事し、19 歳で京都に出て、竹内栖
た け う ち せ い

鳳
ほ う

に入門後、第 8 回文展に出品した『筧
かけい

』（1914 年）が褒状
ほうじょう

を受賞し

て出世作となりました。若い頃は登山にも没頭していき、インドのヒマラヤの登頂にも成功しました。登山の際

に描いた高山植物の繊細な写生の作品も数多くありました。明治 45 年に、伊藤若冲の「動植綵絵」を見て以

来、憧れて研究するようになり、1925 年には若冲の代表作『仙人掌群
さ ぼ て ん ぐ ん

鶏図
にわとりず

襖
ふすま

』を大阪の西福寺蔵で発見して

雑誌に寄稿発表しています。若冲と石崎氏の花鳥画の共通点を探しながら、楽しく鑑賞できました。石崎氏の代

表作の「燦
さ ん

雨
う

」を、後に上村松篁
うえむらしょうこう

が憧れて、同じ題材で花鳥画を描いていることも、大変興味深かったです。 
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